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２
年
生
修
学
旅
行

学校HP

令
和
４
年
12
月
７
日(

水)
か
ら
９
日(

金)

の
２
泊
３

日
で
、
広
島
と
京
都
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
と
平
和
記
念
資
料
館

へ
行
き
平
和
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
宮
島
に
行
き
、
班
別
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
ク
ラ
ス
全
員
で

郷
土
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

３
日
目
は
京
都
で
、
班
別
研
修
を
行
い
、

京
都
の
街
並
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
分

た
ち
で
決
め
た
ル
ー
ト
で
伏
見
稲
荷
神
社

や
清
水
寺
な
ど
の
歴
史
的
な
建
造
物
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
生
地
域
学
習

１
年
生
先
端
農
業
研
修

12
月
９
日(

金)

、
１
年
生
が
明
治
大
学
黒
川
農
場
で
先
端
農
業
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

授
業
で
学
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
南
伊
豆
分

校
に
も
黒
川
農
場
と
同
じ
植
物
工
場
が
あ
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
植
物
工
場

を
運
用
し
て
い
く
か
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
積
極

的
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
て
い
ま
し
た
。

12
月
９
日(

金)

、
３
年
生
が
総
合
的
な
探
求
の
時
間
の
研
修
と
し
て
伊
東
方

面
で
地
域
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

伊
豆
シ
ャ
ボ
テ
ン
動
物
公
園
と
伊
豆
ぐ
ら
ん
ぱ
る
公
園
で
研
修
を
行
い
、
地

域
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
伊
豆
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



高
校
生
に
よ
る
給
食
コ
ン
テ
ス
ト

令
和
４
年
12
月
13
日(

火)

、
「
高
校
生
に
よ

る
給
食
コ
ン
テ
ス
ト
」
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

課
題
研
究
園
芸
保
育
チ
ー
ム(

３
年
・
肥
田
麻

央
さ
ん
、
土
屋
精
歩
君
、
藤
井
七
海
さ
ん
、

槙
野
美
羽
さ
ん
、
松
本
美
緒
さ
ん)

が
、
賀
茂

農
林
事
務
所
よ
り
表
彰
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
南
伊
豆
ら
び
ゅ
〜💖

」
と
題
さ
れ
た
今
回

受
賞
し
た
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
タ
ケ
ノ
コ
ご

飯
、
春
雨
サ
ラ
ダ
、
地
魚
の
唐
揚
げ
、
か
き

菜
の
ス
ー
プ
、
フ
ル
ー
ツ
カ
ル
ピ
ス
寒
天
の

５
品
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
地
域
の
食
材
を
使
用
す
る
こ

と
と
自
分
た
ち
が
小
学
生
の
時
に
好
き
だ
っ

た
給
食
を
思
い
出
し
な
が
ら
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。

農
ク
定
例
総
会

会
長
・
副
会
長
選
挙

令
和
４
年
12
月
20
日(

火)

、
第
２
回
南
伊
豆
分
校
農

業
ク
ラ
ブ
定
例
総
会
及
び
会
長
・
副
会
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
定
例
総
会
で
は
、
今
年
度
の
農
芸
祭
の
ポ

ス
タ
ー
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
紹
介
や
「
第
73
回
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
北
陸
大
会
農
業
鑑
定
協
議
会
に

出
場
し
た
、
２
年
生
の
萩
原
初
羅
さ
ん
と
１
年
生
の
高

橋
瑛
音
君
、
「
農
業
高
校

夢
・
未
来
塾
」
に
参
加
し
て

い
る
飯
田
匠
洸
君
が
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

会
長
・
副
会
長
選
挙
で
は
立
会
演
説
の
後
に
投
票
が

行
わ
れ
来
年
度
の
会
長
・
副
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会

長

２
年
生

平
川

美
桜
さ
ん

副
会
長

２
年
生

伊
藤

蓮
君

副
会
長

1
年
生

高
橋

瑛
音
君

県
庁
の
正
面
玄
関
を
花
で
装
飾

賞状授与の様子

給食メニュー

第
10
回
園
児
交
流

令
和
５
年
1
月
５
日(

木)
、
課
題
研
究
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
フ
チ
ー
ム
の(

３
年
・
糸
賀
啓
人
君
、
進
士
可
菜
美
さ

ん
、
高
橋
寧
君
、
髙
橋
渉
君
、
土
屋
海
翔
君)

が
県
庁
本

館
の
正
面
玄
関
に
南
伊
豆
分
校
で
栽
培
し
た
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
南
伊
豆
産
の
ス
ト
レ
リ
チ
ア
や
Ｊ
Ａ
伊
豆
と

協
力
し
開
花
促
進
し
た
河
津
桜
を
投
げ
入
れ
て
飾
り
ま

し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会

令
和
５
年
１
月
12
日(

木)

、
第
10
回
園
児
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
は
第
７
回
の
園
児
交
流
の

時
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
焼
き
芋
に
し
て
園
児
と

一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
が
焼
け
る
ま
で
の
間
、
高
校
生
が
考
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
野
菜
の
イ
ラ
ス
ト

が
描
か
れ
た
し
っ
ぽ
を
と
る
、
し
っ
ぽ
と
り
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
が
今
年
度
計
画
し
て
い
た
交
流
の
最
後

に
な
り
ま
し
た
。
園
児
に
園
芸
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い

う
目
的
は
達
成
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

交
流
活
動
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
南
伊
豆
認
定
子

ど
も
園
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
１
月
17
日(

火)

、

掛
川
市
に
あ
る
静
岡
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な

ろ
」
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
伊
豆
分
校
か
ら
は
３
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
南
伊

豆
分
校
の
代
表
と
し
て
１
年

間
の
集
大
成
を
堂
々
と
発
表

し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

２
学
期
終
業
式

12
月
21
日(

水)

、
2
学
期
終

業
式
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
検
定
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
生
徒

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

終
業
式
終
了
後
、
11
月
に
行

わ
れ
た
長
距
離
記
録
会
の
副
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


